
国際交流委員会           報告           委員長 久保義弘 
 
委 員  井上隆司、尾野恭一、○久保義弘、鍋倉淳一、持田澄子、矢田俊彦、柚崎通介 
 
報告事項    今期、下記の活動を行った。 
 
1.  第 92 回生理学会大会・第 120 回解剖学会総会・合同大会における国際交流関連シンポジウ

ムの企画について 
大会長の岡村康司教授、プログラム委員長の前田正信教授より、解剖学会との合同大会における国

際交流関連シンポジウムの企画を依頼された。解剖学会の担当者と相談を進めて、以下の 3 件を提

案し、採択された。 
 
(1) KOJACH シンポジウムの日韓、日中、両シンポへの発展的変更について（確認事項） 
念のため、確認事項を再記する。 
これまで、PSJ 大会において、毎年、韓国生理学会 (KPS) および中国生理学会 (CAPS) と 3 国

で、KOJACH シンポジウムを実施してきた。今回、韓国生理学会 (KPS) からの申し入れを受け、中

国生理学会 (CAPS) とも相談を行い、両者の合意を得て、今後、KOJACH シンポジウムを、発展的

に解消して、KPS-PSJ シンポジウム、CAPS-PSJ シンポジウムのふたつに分けて実施することとし、

鹿児島大会から開始した。 
どちらも、毎年 1 人ずつ講演者を招いて実施する（全体で毎年 2 人）ため、（KPS, CAPS から 1 人

ずつ計 2 名を招待していた） KOJACH シンポジウムと、予算規模に変更はない。経費は、これまで

の KOJACH シンポジウムの予算を充てて実施する。 
鍋倉 FAOPS2019 組織委員会委員長の要請により、上記両シンポジウムに、 -- Towards 

FAOPS2019 （FAOPS2019 に向けて） -- といった副題を付記する。 
 
(2) 日中合同シンポジウムについて 
下記のシンポジウムを解剖学会の和栗聡教授（福島県立医大・解剖）と共同で企画・提案し、採択さ

れた。生理サイドから 2 人（日本と中国から一人づつ）、解剖サイドから 2 人（日本と中国から一人づ

つ）の 4 人の講演者で構成する。 
Japan-China Joint Symposium -Towards FAOPS2019- 
“Recent Advances in Organellar Morphology and Physiology” 
日中合同シンポジウム -FAOPS2019 に向けて- 
「細胞内小器官の形態学および生理学研究の新たな展開」 
Chairs: Dr. Waguri Satoshi & Dr. Yoshio Maruyama 
Speakers: 
Dr. Sha Hongying (State Key Laboratory for Medical Neurobiology, Fudan University) PSJ 招待 
Dr. Xiuying Zhang (Capital Medical University School of Medicine, Beijing) 解剖側招待 
Dr. Yoshio Maruyama (Dept Physiol, Tohoku Univ Graduate School of Med) 
Dr. Satoshi Waguri (Dept of Anatomy and Histology, Fukushima Medical Univ) 

 
(3)  日韓合同シンポジウムについて 
下記のシンポジウムを解剖学会の和栗聡教授（福島県立医大・解剖）と共同で企画・提案し、採択さ

れた。生理サイドから 2 人（日本と韓国から一人づつ）、解剖サイドから 2 人（日本と韓国から一人づ



つ）の 4 人の講演者で構成する。 
Japan-Korea Joint Symposium -Towards FAOPS2019- 
“Morphological and Physiological Approaches to Synaptic Transmission” 
日韓合同シンポジウム -FAOPS2019 に向けて- 
「シナプス伝達への形態学および生理学的アプローチ」 
Chairs:  Dr. Sumiko Mochida & Dr. Masahiro Watanabe 
Speakers: 
Dr. Suk-Ho Lee (Dept Physiol, Seoul Natl Univ. College of Medicine) PSJ 招待 
Dr. Kea Joo Lee (Synaptic plasticity & circuit mapping lab, Korea Brain Res Inst) 解剖側招待 
Dr. Sumiko Mochida (Dept Physiol, Tokyo Med Univ) 
Dr. Masahiko Watanabe (Dept Anatomy, Hokkaido Univ Graduate School of Med) 

 
(4)  日独合同シンポジウムについて 
解剖学会大会長の河田光博教授のイニシアチブによる下記のシンポジウムを、解剖学会の青山裕

彦教授（広島大医・解剖）と共同で企画・提案し、採択された。生理サイドから 1 人（日本から）、解剖

サイドから 2 人（日本とドイツから一人づつ）の 3 人の講演者で構成する。大会の予算状況によって、

生理サイドのドイツからの講演者の追加を検討する予定である。 
Japan-Germany Joint Symposium 
“New bridge between Germany and Japan for basic medical sciences” 
日独合同シンポジウム 
「日本とドイツにかける医学研究の新たな橋」 
Chairs:  Prof Naoto Kobayashi (Ehime Univ) & Prof Takeshi Sakaba 
Speakers: 
Prof Friedrich Paulsen (Dept Anatomy, University of Erlangen-Nuremberg) 解剖側招待 
Prof Koji Satoh (Hamamatsu Med Univ) 
Prof Takeshi Sakaba (Doshisha Univ Grad School of Brain Science) 
 

 
2.  中国生理学会大会 2014（上海）での活動について 
2014 年 10 月 24 日- 27 日に上海にて中国生理学会が開催される。今回、国際交流担当の Chan YS 
教授から PSJ に対してシンポジウム提案の依頼はなかったが、鹿児島大会の CAPS-PSJ シンポジウ

ムの招待講演者の Prof Youfei Guan 氏より、丸中良典教授（京都府立医大・生理）に、招待講演の

依頼が届いた。丸中教授は、CAPS-PSJ の今後の交流の発展も視野に、ご快諾下さった。 
 
 
3.  FAOPS Congress 2015 （タイ） へのシンポジウム提案の採択について 
FAOPS Congress 2015（タイ）のローカル組織委員会委員長 Pholpramool 教授から、PSJ の提案した

シンポジウム 2 件が採択されたとの通知が届いた。 
（2 件、順不同） 
Title:  Organ homeostasis and thyroid hormone action. 
Organizer:  Dr. Noriyuki Koibuchi 
Speakers: 
Dr. Paul M. Yen (Duke-NUS Graduate Medical School, Singapore) 



Dr. Medan M Godbole (Gandhi Postgraduate Institute of Medical Sciences, India) 
Dr. Noriyuki Koibuchi, (Gunma University Graduate School of Med, Japan) 
 
Title:  New Mechanisms and New Roles in the Locus Coeruleus 
Organizers:  Dr. Fusao Kato and Dr. Saeed Semnanian  
Speakers: 
Dr. Min Ming-Yuan (National Taiwan Univ, China (Taiwan)) 
Dr. Saeed Semnanian, (Tarbiat Modares Univ, Iran) 
Dr. Fusao Kato (Jikei University School of Med, Japan)  

 
 
4. オーストラリア生理学会大会 (AuPS2014) へのシンポジウム提案の採択について 
既に報告したが、再記する。 

AuPS 会長の Allen 教授から PSJ に対する要請に応えて、AuPS2014 (2014 年 11 月 30 日- 12 月

3 日、ブリスベーン) における下記のシンポジウムを提案し、採択された。（シンポ全体に対し 20 万円

の旅費支援有り） 
PSJ-AuPS symposium 
“Frontiers of molecular mechanisms of ligand recognition and activation of receptor 
channels” 
Chairs:  Dr. Yoshihiro Kubo & Dr. Trevor Lewis 
Speakers 
Dr. Trevor Lewis (Univ New South Wales, School of Med Sci) 
Dr. Brett Cromer (Health Innovations Res Inst, RMIT) 
Dr. Yoshiro Sohma (Keio Univ School of Med) 
Dr. Yoshihiro Kubo (Natl Inst Physiol Sci) 

 
 
5.  スカンジナビア生理学会大会 (SPS2014) でのシンポジウムの実施について （終了） 
SPS会長の Arner教授からPSJに対する提案の要請に応えて下記のシンポジウムを提案し、加藤総

夫教授（慈恵医大）と久保が出席して実施した。Arner 教授および、ブラジル生理学会長 Machado
教授等との交流を深めた。（旅費支援は無し） 

PSJ-SPS symposium 
“Novel perspectives of research on transmembrane proteins  
-- molecular mechanisms and physiological roles” 
Speakers 
Dr. Yoshihiro Kubo (Natl Inst Physiol Sci) 
Dr. Fusao Kato (Jikei Univ School of Med) 
Dr. Bryndis Birnir (Uppsala Univ, Sweden)  
Dr. Nanna MacAulay (Univ Copenhagen, Denmark) 

 
 
常任幹事会への提案（議事として諮りたいことをお書き下さい） 
無し。 


